要介護認定申請書類の提出、申請日と受理日の関係について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
久慈広域連合 介護保険課 認定審査係
申請書類の提出
　申請書類の提出（申請）は、通常は久慈広域連合介護保険課またはお住まいの市町村介護保険担当課の窓口で行ってください。
　ただし、遠隔地に居住している場合や来庁が困難な場合は、郵送による提出が可能です。
提出書類
１．認定申請書
２．介護保険被保険者証または資格者証（必ず原本を提出してください）
　※被保険者証を紛失した場合は、紛失届を提出してください。
３．２号被保険者の場合は、医療保険証の提示（コピーの提出）が必要となります。
申請日と受理日の関係
　新規申請及び変更申請で認定される場合、その認定の有効期間は申請日からとなるため、申請日がいつかは大変重要です。久慈広域連合では窓口で提出を受けた日を申請日（受理日）として取り扱います。
　ただし、遠隔地に居住している場合等により郵送による提出があった場合は、申請日と受理日を下記のとおり取り扱います。
　なお、更新申請については、更新後の有効期間の開始日が申請日とは関係しないため、便宜上、受理日を申請日として取り扱います。ただし、更新申請書が更新前の有効期間満了後に到着した場合は、下記の取り扱いにより判断した申請日が有効期間となる場合に限り更新申請として受理します。下記の取り扱いにより判断してもなお申請日が有効期間満了後となる場合、新規申請となるため、その旨を申請者に電話連絡します。
【窓口へ持参提出の場合】
　申請書の申請日は、窓口で提出を受け付けた日（受理日）となります。このため、申請日と受理日は同一です。
　記入漏れ、記入ミス又は添付漏れがあった場合は、内容修正等をお願いすることになります。この場合、申請日・受理日は補正後に受け付けた日付になります。
【郵送による提出の場合】
　久慈広域連合または市町村介護保険担当課に郵便物が到着した日を、申請書の受理日とします。
　①　申請日が受理日の前３日以内（土・日、祝日及び12月29日から翌年１月３日までの日を除く。以下同じ。）の場合、その記入された日を申請日とします。
　②　申請日が受理日の前３日より前の場合、久慈広域連合または市町村介護保険担当課から申請者に電話連絡し、申請日を受理日の前３日以内に補正します。
　記入漏れ、記入ミス又は同封漏れがあった場合は、書類の返送または電話等による確認のうえ、内容修正等の補正をお願いすることになります。この場合、受理日は補正後の日付けになります。
【例外】
　申請を行いたい日が閉庁日（土・日、祝日及び12月29日から翌年１月３日まで）の場合は、事前に連絡のうえ、翌開庁日に久慈広域連合の窓口へ提出いただくようお願いします。記入漏れ・添付漏れ等がない場合は、申請書に記載された申請日により受付します。
